
 皆様、こんにちは。キリンホールディングスの南方です。

 急なご案内にも関わらず、お集まりいただきありがとうございます。

 豪州のナチュラルヘルス企業であるBlackmores社の株式を100％取得し、子会

社化するための手続きを開始することを決定しました。

 なお、現時点では手続きを開始した段階であり、対象会社は上場会社であるこ

とからも、バリュエーションやシナジーについては非開示とさせていただき、本日は

Blackmores社の概要と今回の買収の狙いに絞って説明いたします。
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 2ページをご覧ください。今回の買収概要です。

 Blackmores社は豪州証券取引所に上場するアジア・パシフィック最大手のナ

チュラルヘルス企業です。

 キリンホールディングスが支払う価額は、1株95豪ドルを予定しています。

 資金は手許現金及び有利子負債にて調達し、充当する予定です。

 当然ではありますが、本件は初年度より平準化EPSにプラスに寄与し、連結配

当性向は平準化EPSの40％以上を継続してまいります。

 買収スキームは、豪州の上場会社の株式を友好的に100％取得する方法であ

るScheme of Arrangement（スキーム・オブ・アレンジメント）の方法で行います。

 手法の詳細は後ほどP. 11をご確認いただければと思いますが、同社株主総会の

承認や当局の承認などの必要な手続きを経たのちに、当社の第3四半期である

7月から9月の間でのクロージングを予定しております。

 尚、Blackmores社取締役会は全会一致で本件を推奨しており、創業家の大

株主も賛同を表明いただいております。
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 3ページをご覧ください。本件の戦略的意義です。

 まず大事なことですが、ここに記載の通り、キリンとBlackmoresの企業理念・パーパスは

非常に似ており、親和性があります。

 注力するヘルスサイエンス領域においてBtoC事業を展開するエリアは、キリンは主に日

本になりますが、同社はオセアニアと中国・東南アジアと広く、本件が成立すればカバー

できていなかったエリアをお互いが補完しあう形となります。

 また、事業を行う上での強みについても、キリンは長年にわたり培ってきた発酵・バイオ技

術に裏付けされた独自素材の研究開発力に加え、食領域や医領域で培ってきた統合

マーケティング力、またメーカーとしての品質管理能力に強みがあります。一方で、

Blackmoresは確かな品質とイノベーションでお客様の健康に貢献してきた歴史がブラン

ドの「信頼」につながっており、両社が組むことで、単なる補完関係を超えた新しい価値

を生み出す事業に進化することができます。

 同社の事業展開エリアは非常に成長性の高い市場です。当社の保有する技術・素材

をお客様にお届けするのにこれ以上のパートナーはありません。

 ヘルスサイエンス事業拡大の早期実現のために、買収を通じて成長性の高いエリアでの

事業基盤を獲得し、サステナブルな成長を目指すことが可能となり、アジア・パシフィック

におけるヘルスサイエンスのリーディング・カンパニーになることができると確信しております。
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 4ページでは同社の概要をお示ししています。

 本社はシドニーにあり、創業から90年以上も歴史があるナチュラルヘルスの代表

企業です。

 現在はオーストラリアの証券取引所に上場しています。

 創業の地であるオーストラリアはもちろんのこと、1970年代から東南アジアに積極

的に進出し市場の開拓を進めており、現在では約13の国や地域で事業を展開

しております。

 主要ブランドは３つあり、一般向けサプリメントであるBlackmores、自然療法士

や薬剤師、医師などの資格保持者のみが処方、販売を行うBioCeuticals、ペッ

ト向けの商品であるpawの3つとなりますが、詳細は12ページをご確認ください。

 売上収益は日本円で約600億円の規模の会社ですが、構成比としては約半分

弱をオセアニア、東南アジアが約3割、残りを中国が占めており、非常にバランスが

とれた構成となっています。
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 5ページをご覧ください。

 ここでは同社の歴史を載せておりますが、1970年代以降、積極的にエリア展開す

るとともに新しいブランドも取得し、1世紀近くもの間、各国の人々の健康に貢献

していることがわかると思います。

 また、右側にはコーポレートフィロソフィとして、パーパスやミッション、バリューを載せ

ていますが、キリングループと非常に近く、今後のPMIにおいてはスムーズに両社の

協力体制を作っていくことが可能と感じております。
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 6ページには同社の強みを載せております。

 まずは、高い信頼を獲得しているブランド力で
す。オーストラリア人が最も信頼するブランドを
表彰するMost Trusted Brandという表彰を
14年連続で獲得していることが示す通り、創
業90年の長い歴史と品質への高い意識により、
高いブランド力を有しております。

 消費者調査によると、Blackmoresのブランド
イメージは「効果効能が高い」という結果がでて
おります。創業者であるモーリス・ブラックモア氏
が自然療法医であり、人間が本来持っている
自然治癒力を高めるアプローチを反映した配
合設計を用いることにより、独自性の高い製品
を開発し続けています。

 この高いブランド力により、オーストラリアはもち
ろん、展開している東南アジアでも高い認知度
を誇っております。

 本社のあるオーストラリアでの市場シェアは3つ
の主要ブランドすべてがNo.1であり、東南アジ
アの各国でも高いプレゼンスを有しております。

 またそのブランドをしっかりと届ける販売チャネル
も強みとなっており、各国で主要な流通チャネ
ルをおさえています。

 そのため、現在数億人レベルの顧客接点は、5

年以内には10億人以上へのアクセスを見込む
可能性を有した会社です。

 広い顧客接点は、顧客理解の源泉です。各
国の消費者データを様々なソースからタイム
リーに収集し、それを分析、新商品開発につな
げる手法を確立しています。常に売上全体の1

割は新商品で獲得していることからも、その商
品開発力がうかがえます。

 ここまでは他の消費財と同じですが、ヘルスサイ
エンス領域でカギとなるのが規制に対応する知
見となります。同社は、多くの国や地域で既に
事業拡大をしておりますので、そのエリアごとで
異なる規制や文化的な制約に対応してきた
専門部隊を社内に保有しております。

 各国において、規制当局がパブリックコメントを
募集する際に意見を求められるほどのポジショ
ンを確立しており、実際に新規素材の登録や
商品を数多くローンチしてきた実績がありますの
で、その知見と実績は今後のキリンとの商品展
開にも大きく活用が期待できます。

 これらの強みを保有している会社を経験豊か
な経営陣がリードしています。私も実際に多く
の現経営陣と会って話してきましたが、経験値
も高く、非常に信頼のおける申し分のない経
営陣です。彼らと今後、ヘルスサイエンス領域
を共に拡大していけることになれば、お互いに
非常に学ぶことが多いと確信しております。
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 7ページをご覧ください。

 ここでは2社がパートナーになることでの成長
機会をより具体的に示しています。

 我々、キリン側としては、プラズマ乳酸菌やシ
チコリン、HMOなどのスペシャリティ素材を保
有しておりますので、その海外展開に
Blackmoresが保有する販売チャネルと規制
に対するインテリジェンスを活用し、素材価値
とBlackmoresブランド価値の向上につなげ
ていきたいと考えております。

 現在でも我々の素材の海外での導出は検
討・交渉を行っていますが、同社が事業展開
を行うエリアにおいては、その展開が加速でき
ると考えています。

 一方で、Blackmoresの成長機会に対して
当社が貢献することもできると考えています。
現在展開している商品形態はサプリメントが
中心となっておりますが、彼らの調査では消
費者にはドリンクタイプやグミなど、異なる商品
形態でのニーズがあることも分かっております。

 また、環境に配慮したパッケージの開発など
も含めて、キリンの技術の活用が同社の新た
な商品展開に活用できるところがある、と考
えています。

 キリングループとしてはFANCLとも提携を行っ
ており、具体的にはこれからの検討となります
が、商品の共同開発などにより、更なるシナ
ジー創出の可能性が拡がるのではないかと
期待しております。

 また、キリングループは人財を価値創造、競
争優位の源泉の一つと考えており、人財には
積極的に投資をしております。

 同社の優秀な経営陣や従業員の方々がキ
リングループの一員となることは、専門性と多
様性がともに向上しますし、お互いの人財が
挑戦・活躍できる環境が拡大するという意味
でも、今回の買収は人財への投資でもありま
す。

 ２社が一緒になることでマーケティングや
R&Dなどのエリアで知見を共有するということ
だけでなく、お互いの人財が相手の事業エリ
アで活躍する人財の交流も行うことにより、
両社の従業員が活躍できるフィールドが格段
に広がり、ヘルスサイエンス領域にとどまらず、
キリングループ全体の組織能力向上につなげ
ることが可能です。
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 8ページでは事例として、プラズマ乳酸菌の展開のイメージを載せております。

 Blackmoresが事業展開するエリアで行った消費者調査では、サプリメントを摂取

する目的として、免疫が最上位という結果が全ての国で出ております。

 同社は薬剤師やアドバイザーが個人の体質等を踏まえて製品を推奨する販売

手法を確立しており、彼らの知見を導入することで、高いエビデンスを誇るプラズマ

乳酸菌の展開を強力に推し進めることができると考えております。

 特に新興国では地域ならではの健康面での社会課題もありますので、そこで免

疫ケアの素材を展開することにより経済的価値だけでなく、社会的価値も創造す

ることができると考えております。
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 最後に9ページをご覧ください。

 キリングループはヘルスサイエンス領域を収益の柱とすべく、事業の拡大を目指し

ていますが、Blackmoresをキリンのグループ会社に加えることで、「健康」という社

会課題解決に貢献する、グループとしてのヘルスサイエンスにおける組織能力を飛

躍的に高め、より多くの経済的価値と社会的価値を創出することが可能になると

確信しております。

 このことにより、アジア・パシフィックにおけるヘルスサイエンスのリーディング・カンパ

ニーとなり、「世界のCSV先進企業になる」というグループビジョンを実現することが

できると確信しております。

 今後も、現状に満足せずに社会課題の解決に邁進してまいります。投資家の皆

様との対話を積み重ね、課題を一つずつ解決することで、世界のCSV先進企業

を目指します。今後のキリングループの成長にご期待ください。
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